
●
水
の
国
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

　

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
水
の
国
と

い
わ
れ
る
。
メ
グ
ナ
川
、
ジ
ョ
ム

ナ
川
、
ポ
ッ
ダ
（「
パ
ド
マ
」
と

も
書
く
）
川
の
三
大
河
川
が
ベ
ン

ガ
ル
湾
に
流
れ
る
三
角
州
に
位
置

す
る
。
米
、
ジ
ュ
ー
ト
と
い
っ
た
、

湿
地
で
生
産
さ
れ
る
作
物
に
依
存

し
た
生
活
を
送
っ
て
お
り
、
主
た

る
タ
ン
パ
ク
源
は
川
魚
で
あ
る
。

　

川
の
氾
濫
は
肥
沃
な
土
を
定
期

的
に
運
ん
で
く
る
と
い
う
恩
恵
が

あ
る
。
し
か
し
、
度
が
過
ぎ
て
洪

水
に
な
る
と
、
人
々
の
生
活
の
場

が
水
没
す
る
こ
と
に
な
る
。
洪
水

は
、
三
大
河
川
の
河
口
付
近
の
み

な
ら
ず
、
そ
の
上
流
で
も
し
ば
し

ば
発
生
す
る
（
写
真
２
）。

　

筆
者
ら
の
調
査
地
で
あ
る
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
北
西
部
の
ガ
イ
バ
ン

ダ
県
や
ク
リ
グ
ラ
ム
県
で
も
、
雨

季
と
乾
季
の
川
の
水
か
さ
が
、
か

な
り
異
な
っ
て
い
た
（
写
真
３
、

４
）。

●
チ
ョ
ル
の
成
り
立
ち

　

洪
水
が
最
も
大
き
な
問
題
と
な

る
の
が
、
大
河
川
の
河
川
敷
と
、

大
河
の
中
に
浮
き
出
た
中
州

（
チ
ョ
ル
）
で
あ
る
。
河
川
敷
と
は
、

陸
地
側
の
川
辺
の
う
ち
、
雨
季
に

水
没
す
る
土
地
を
指
す
。
こ
れ
に

対
し
て
チ
ョ
ル
は
、
川
の
中
に
残

さ
れ
て
い
る
土
地
を
指
す
。
川
の

中
に
浮
か
ぶ
島
、
と
も
い
え
る
。

写真 1　雨季には川底に沈む河川敷で、雨季直前に稲の刈り取りをする農民。所有権の確立されていない土地なので、貧困層が移り住んで、
乾季の間に農業を行っている（ガイバンダ県シュンドルゴンジ村。2011 年 4月山形辰史撮影）
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写真 4　写真 3と同じ場所から撮影した、雨季直前のガゴット川。
水が完全に引いて、川底が現れている（2011 年 4月、山形辰史撮影）

中
州
と
い
う
言
葉
か
ら
日
本
人
が
イ

メ
ー
ジ
す
る
小
さ
い
も
の
（
写
真
５
）

か
ら
、
島
と
呼
ぶ
べ
き
大
き
さ
を
持
っ

た
土
地
ま
で
、
多
様
に
存
在
す
る
。
大

き
な
チ
ョ
ル
の
中
心
部
は
そ
こ
そ
こ
の

高
さ
が
あ
り
、
普
通
の
洪
水
で
は
水
没

し
な
い
。
し
た
が
っ
て
大
き
な
チ
ョ
ル
は
、

行
政
区
域
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
。

●
チ
ョ
ル
で
の
生
活

　

一
般
に
、
貧
困
層
ほ
ど
災
害
に
遭
遇

す
る
確
率
の
高
い
、
危
険
な
土
地
に
居

住
地
を
選
ば
ざ
る
を
得
な
い
。
河
川
敷

や
チ
ョ
ル
で
は
水
辺
に
貧
困
層
が
住
ん

で
お
り
、
洪
水
時
に
は
河
岸
浸
食
に
よ
っ

て
家
が
流
さ
れ
た
り
、
水
没
し
た
り
す

る
（
写
真
６
、
８
）。

　

ベ
ン
ガ
ル
湾
か
ら
海
辺
を
襲
う
サ
イ

ク
ロ
ン
と
異
な
り
、
洪
水
は
、
じ
わ
じ

わ
や
っ
て
く
る
。
サ
イ
ク
ロ
ン
が
一
晩

で
人
や
家
を
吹
き
飛
ば
す
、
い
わ
ば
「
急

性
」
災
害
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
洪
水

は
川
の
上
流
か
ら
ゆ
っ
く
り
や
っ
て
く

る
「
慢
性
」
災
害
で
あ
る
。
洪
水
は
ゆ
っ

く
り
や
っ
て
く
る
代
わ
り
に
、
一
度
水

が
来
る
と
、
な
か
な
か
引
か
な
い
の
で
、

被
害
が
長
期
化
す
る
。

　

河
川
敷
や
チ
ョ
ル
の
住
民
は
、
自
分

の
住
ま
い
が
水
に
浸
か
っ
た
り
、
流
さ

れ
た
り
す
る
と
、
そ
の
地
を
離
れ
て
出

稼
ぎ
を
し
た
り
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
が
提
供
す
る

シ
ェ
ル
タ
ー
に
身
を
寄
せ
る
こ
と
に
な

る
。
そ
し
て
乾
季
に
な
る
と
戻
っ
て
き
て
、

稲
作
（
写
真
１
、
７
）
や
畑
作
（
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
や
唐
辛
子
な
ど
）
お
よ
び

ジ
ュ
ー
ト
の
刈
取
り
や
加
工
等
に
従
事

す
る
こ
と
に
な
る
。

　

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
北
西
部
は
、
洪
水

に
加
え
て
、
モ
ン
ガ
と
呼
ば
れ
る
季
節

的
飢
餓
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

三
期
作
が
可
能
な
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で

も
九
月
か
ら
一
一
月
の
期
間
は
端
境
期

で
、
十
分
な
備
蓄
が
な
け
れ
ば
食
糧
難

に
見
舞
わ
れ
る
。

　

ま
た
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
北
西
部
は
、

し
ば
し
ば
寒
波
に
襲
わ
れ
る
。
こ
の
地

域
は
、
実
は
ブ
ー
タ
ン
や
ネ
パ
ー
ル
に

近
い
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
北
西
部
の
中

心
で
あ
る
ロ
ン
プ
ー
ル
市
内
か
ら
、
ブ
ー

タ
ン
お
よ
び
ネ
パ
ー
ル
国
境
は
、
そ
れ

ぞ
れ
直
線
距
離
で
一
五
〇
キ
ロ
余
り
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
二
月
か
ら
二

月
は
け
っ
こ
う
寒
い
の
に
暖
房
設
備
が

な
い
の
で
、
寒
さ
に
馴
れ
た
日
本
人
で

も
辛
い
も
の
が
あ
る
。

●
外
部
か
ら
の
支
援

　

洪
水
に
よ
っ
て
、
食
料
を
始
め
と
す

る
商
品
の
流
通
が
阻
害
さ
れ
る
の
で
、

政
府
や
国
際
機
関
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
っ
て
食

糧
支
援
が
な
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
の
一

人
が
二
〇
一
二
年
八
月
に
ク
リ
グ
ラ
ム

県
の
チ
ョ
ル
・
ラ
ジ
ブ
プ
ー
ル
郡
を
訪

れ
た
際
、
内
陸
部
の
ガ
イ
バ
ン
ダ
県
か

ら
木
船
で
運
ば
れ
た
米
が
陸
揚
げ
さ
れ
、

水
牛
が
引
く
大
八
車
で
郡
の
各
地
に
輸

送
さ
れ
て
い
た
（
写
真
９
）。

　

ガ
イ
バ
ン
ダ
県
や
ク
リ
グ
ラ
ム
県
と

い
っ
た
洪
水
多
発
地
域
で
は
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
で
生
ま
れ
て
世
界
中
に
広

写真 2　ガイバンダ県とクリグラム県の間を流れるジョムナ川。
海かと思うほどの川幅である（2011 年 8月山形辰史撮影）

写真3　ガイバンダ市内のガゴット川。水運のために便利に用いられている
（雨季：2011年7月、山形辰史撮影）



ま
っ
た
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の

パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
や
、

マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
規
模
で
は

国
内
最
大
と
い
わ
れ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
Ｂ
Ｒ

Ａ
Ｃ（
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
農
村
向
上
委
員

会
）
で
さ
え
、
活
発
に
活
動
し
て
は
い

な
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ら
の
非
営

利
団
体
が
提
供
す
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
の
や
り
方
が
、
こ
の
地
域
の
実

状
に
あ
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

例
え
ば
初
期
の
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
の
マ

イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
、
借
り
手
が

毎
週
欠
か
さ
ず
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
出
席

し
、
そ
の
場
で
利
子
を
返
済
す
る
こ
と

を
原
則
と
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
原

則
は
、
洪
水
で
何
カ
月
か
水
没
す
る
よ

う
な
地
域
で
は
適
用
で
き
な
い
。
つ
ま

り
こ
の
地
域
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の

非
営
利
団
体
に
と
っ
て
さ
え
、
展
開
が

困
難
な
場
所
な
の
で
あ
る
。

●
地
元
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

　

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
北
西
部
地
域
に
お

い
て
こ
れ
ら
大
手
の
非
営
利
団
体
よ
り

目
立
つ
の
は
、
ガ
イ
バ
ン
ダ
県
や
ク
リ

グ
ラ
ム
県
を
含
む
ロ
ン
プ
ー
ル
管
区
に

根
差
し
た
ロ
ー
カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
。

そ
の
代
表
と
し
て
は
Ｓ
Ｋ
Ｓ（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
福
祉
協
会
）、Ｔ
Ｍ
Ｓ
Ｓ（
テ
ン
ガ
マ

ラ
女
性
・
若
者
協
会
）、Ｒ
Ｄ
Ｒ
Ｓ（
ロ
ン

プ
ー
ル
・
デ
ィ
ナ
ジ
プ
ー
ル
地
域
サ
ー

ビ
ス
）
お
よ
び
Ｇ
Ｕ
Ｋ（
大
衆
開
発
セ
ン

タ
ー
）
が
あ
る
。

　

そ
の
な
か
で
、
筆
者
ら
が
研
究
協
力

相
手
と
し
て
選
ん
だ
の
が
Ｇ
Ｕ
Ｋ
で
あ

る
。Ｇ
Ｕ
Ｋ
は
ガ
イ
バ
ン
ダ
出
身
の
Ｍ
・

Ａ
・
サ
ラ
ム
氏
が
一
九
八
五
年
、
地
域
開

発
の
た
め
に
立
ち
上
げ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ

る
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
政
府
、Ｅ
Ｕ
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
Ｏ
Ｘ
Ｆ

Ａ
Ｍ
等
か
ら
資
金
を
得
て
、
活
動
し
て

い
る
。
ス
タ
ッ
フ
の
数
は
約
九
〇
〇
人

で
あ
る
。

●
家
畜
移
転
と
太
陽
光
発
電

　

Ｇ
Ｕ
Ｋ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ひ
と
つ
に
、

家
畜
移
転
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。
こ
れ

は
Ｇ
Ｕ
Ｋ
が
住
民
に
乳
牛
や
山
羊
、
鶏

を
与
え
、
生
ま
れ
た
子
牛
、
子
山
羊
、

ヒ
ナ
で
返
済
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

借
り
手
は
、
牛
や
山
羊
の
乳
、
鶏
の
卵

で
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
（
写
真

10
）。
他
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
機

関
が
活
動
を
控
え
る
な
か
、
チ
ョ
ル
住

民
に
対
し
て
、
貴
重
な
生
計
向
上
の
機

会
を
与
え
て
い
る
。

　

ま
た
、Ｇ
Ｕ
Ｋ
は
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
を

供
与
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
チ
ョ
ル
で
実

施
し
て
い
る
。
チ
ョ
ル
で
は
電
線
が
張

れ
な
い
た
め
、
住
民
は
灯
油
ラ
ン
プ
や

ロ
ウ
ソ
ク
を
利
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、写真 7　乾季に利用可能となった河川敷を灌漑して稲作

をする。写真は揚水ポンプから蛇のように長く伸びたホ
ース（2011 年、山形辰史撮影）

写真 8　完全に水に浸かった家屋（2011 年、山形辰史撮影）

写真 6　ジョムナ川の氾濫によって浸食された土地。
もうちょっと浸食が進むと、この家も流されてしまう。
（2012 年、アブー・ションチョイ撮影）

写真 5　小さいチョル（中州）（2011 年、山形辰史撮影）



そ
れ
ら
は
割
高
で
あ
る
と
か
、
煤
煙
の

影
響
に
よ
る
呼
吸
器
疾
患
を
起
こ
し
や

す
い
、
と
い
っ
た
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

安
価
で
安
全
な
太
陽
光
電
気
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
家
計
負
担
の
軽
減
や
健
康

改
善
に
加
え
て
、
子
ど
も
た
ち
が
夜
で

も
電
気
の
下
で
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ

れ
て
い
る
（
写
真
11
、
12
）。

●
お
わ
り
に

　

チ
ョ
ル
に
住
む
女
性
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
開
催
さ
れ
た
気
候
変
動
の
国
際
会

議
に
招
待
さ
れ
て
、
そ
の
生
活
の
困
難

を
訴
え
た
と
こ
ろ
、
ド
イ
ツ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

か
ら
、
ド
イ
ツ
へ
の
移
住
を
勧
誘
さ
れ

た
と
い
う
。「
そ
ん
な
こ
と
を
求
め
て
い

る
ん
じ
ゃ
な
い
の
よ
」
と
彼
女
は
い
う
。

彼
女
は
チ
ョ
ル
で
の
生
活
を
愛
し
て
い

る
の
だ
。
灌
漑
や
家
畜
の
飼
育
、
太
陽

写真 12　日中、太陽光パネルによって蓄えた電気を使
って夜に勉強する児童（2014 年、GUK・アジア経済研
究所調査チーム撮影）

写真 11　NGOの支援によって導入された太陽光パネル
（2013 年、アブー・ションチョイ撮影）

写真 10　ガイバンダ県やクリグラム県を中心に活動
するNGOの GUK（Gana Unnayan Kendra: 大衆開発
センター）が実施している、家畜移転プログラムの
一環で与えられたヤギ（2012 年、山形辰史撮影）

光
発
電
と
い
っ
た
手
近
な
改
良
を
通
じ

て
、
生
活
改
善
を
し
た
い
。
そ
ん
な
思

い
を
後
押
し
す
る
の
が
、
我
々
に
で
き

る
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

（Abu Shonchoy

／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

ミ
ク
ロ
経
済
分
析
研
究
グ
ル
ー
プ
、

た
か
は
し
か
ず
し
／
同　

ミ
ク
ロ
経
済

分
析
研
究
グ
ル
ー
プ
、
や
ま
が
た　

た

つ
ふ
み
／
同　

国
際
交
流
・
研
修
室
）

写真 9　洪水の被害を受けた住民のため、チョルに届いた食糧援助の米
（2012 年、山形辰史撮影）


